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The Practical Usefulness of the Various Surgeon Gloves

―Aclinical study in conservative clinic―
「　　　　　　　　　　　　　　，

HIROHITO YAMADA Yoo TSUKADA MASAAKI ANZAI YASUO ONO

TOSHIRO SEKIZAWA YOSHIHIRO MATSUYAMA MASAYUKI KUSAMA

TOHRU ONIZAWA AYAKO MIYAZAWA IZUMI KUBO HIROAKI OHTANI

AKIO YAMAMOTO ETSUO KASAHARA and EIICHI YASUDA

　　　　1）ePar加ment　q〆ConservativθDθ川ぽ秘ル陥おμ〃20わ1）ental　Co〃ege

　　　　　　　　　　　　　　　　（ChiefごProf」1、｝「asuda）

Summary

　　　Seven　different　types　of　surgical　gloves（Readiwrap－N⑧，　Nipro　Disposable⑪，　Triflex

Regular⑧，　Triflex　Low　Powdered⑪，　Ultradem⑧，　Ansell　Gamex⑧，　and　Dentcraft　Latex⑧）

were　used　in　the　Conservative　Dentistry　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　to　evaluate

their　usefulness　in　dental　treatment．

　　　The　results　obtained　are　as　follows．

　　　1．Triflex　Low　Powdered　surgical　gloves　were　appraised　best，　followed　by　Ansell

Gamex．　The　five　remaining　types　were　judged　inferior　to　these　two　products．

　　　2．The　surface　of　all　types　became　increasingly　Sticky　with　the　length　of　utilization　and

repeated　scrubbing．　This　made　it　difficult　to　form　cotton　pledgets　or　to　wrap　absorbent

cotton　around　the　end　of　a　broach，　for　cleaning　or　applying　medication．

　　　3．It　was　recognized　that　one　important　factor　in　the　ease　of　use　is　the　selection　of

gloves　that　fit　the　hands　we1L

本論文の要旨は，第26回松本歯科大学学会（総会）（昭和63年6月）において発表された．（1989年6月9日受理）
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　歯科医療従事者は，感染症に罹患している患者

に歯科治療を行う際に，患者の血液また唾液を介

して細菌やウィルスによる感染の危険性がある．

可能性のある感染症は数多くあるが，その中でも

最近社会問題となっているAIDS（後天性免疫不

全症候群）とウィルス性肝炎（A型，B型，非A・

非B型）が，その代表的なものとして挙げること

が出来よう．それらを含めて数多くの感染症に対

して，、感染を未然に防ぐと同時にまた術者からの

感染因子の伝播の予防対策として，治療用手袋1・2）

保護用めがね，飛沫による汚染を防ぐためのマス

クの着用などを挙げることが出来る3・4）．そこで今

回これらの防止策の一つであり，また最も身近な

手指からの感染防止対策としての治療用手袋の使

用に着目し，市販されている製品の中から数種を

選び，その実用性を実際に保存科での患者診療時

に着用し，臨床的な立場からどの手袋が一般歯科

診療に適しているか比較検討してみた5）ので，そ

の結果について報告する．
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材料ならびに方法

レジラップーN，（以下レジラ・ップと略す），ニプロ

社のニプロディスポーザプル手術用グローブ（以

下ニプロディスボーザプルと略す）．アンセル社の

ガメックス（以下ガメックスと略す）．バクスター

トラベノール社のトリ．フレックスレギュラー，ト

リフレックスローパウダーおよびウルトラダー

ム，ヨシダ社のデソトクラフトラテックスグロー

ブの7種類で，いずれもラテックス製品であった．

2．実験方法

　手袋の臨床上での実用性について検査を行った

のは，臨床経験1年以上の保存科医局員14名と保

存科衛生士5名の合計19名であった．

　手袋は1度の装着で1名以上の患者を診療する

こととし，最初の装着時に手袋の外側に付着して

いる吸収性滑剤を洗い落として使用した．

検査項目ならびに判定基準

1．実験材料

実験に用いた治療（手術）用手袋は，三共社の

検査した項目は，はめやすさ，装着感，粘着感

（手袋表面が他の物に触れた時の粘着感），エアー

表1：判定基準

最良　5，良　　1　4，やや良　3，

普通　2，やや悪い　1；悪い　　0

表2：検査結果と症例数
’
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はめやすさ 2．6（18） 2．6（18） 3．0（12） 3．0（13） 2．8（15） 2．9（27） 3．1（11）

装着感

i疲労感）
2．1（18） 2。5（18） 3．0（12） 3．0（13） 2．1（15） 2．9（27） 2．2（11）

粘着感 2．3（18） L9（18） 1．6（12） 2．7（13） 1．7（15）『 2．9（27） 2．3（11）

エアータービン

狽ﾍマイクロモ
[ターの使用感

2．3（15） 2．3（13） 2．1（9） 3．3（8） 2．2（11） 2．9（18） 　　　1Q，3（9）

@　　「

触診時の感覚 2．3（15） 2．1（17） 2．6（10） 2．4（8） L5（10） 2．4（20）
1．7（10）　　　り

ブローチ綿栓が
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1．9（14） 1．6（18） ’1．3（8） 2．9（10） 1．8（11） 2．5（21）

　　　1P．6（10）

@　　’

綿球が作れるか 2．1（13） 2．1（15） 1．9（10） 2．9（9） 2．2（10） 2．8（22） 1．5（8）

リーマーの使用 1．6（13） L9（16）
2．2（6＞｝　　　　　1 2．3（7－） ．1・，8．（9） ．2．4・（19）、 　　　　1D1．4（8）

1外しやすさ 2．2（18） 2．1（18） 2。4（12） 2．6（13） 1．0・（15） 2．6（27） 3．5（11）

総合評価 2．2（18） 2．1（18） ’2．2（12） 3．0－（13） 2．1（15） 3．0（27） 1．7（11）

一　’　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は症例数
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タービンまたはマイクロモーター使用時の操作

性，皮膚ならびに粘膜の触診時の感覚，綿球およ

びブローチ綿栓作りの容易さ，手用リーマーやK

型ファイル使用時の操作性，外しやすさの以上9

検査項目についてであった．

　はめやすさ外しやすさを除いてそれ以外の項目

では，日常素手で治療を行っている時の感覚と比

較し，さらにゴムの一層が介在していることを十

分に考慮しながら，表1に示す判定基準によって，

それぞれの手袋の性質についての検査結果（点数）

5、0

4．0
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2．0

1．0

一〇一
一△

レジラップ

ニフロアイスポーザフル

トリフレックスレギュラー

一一怦

一▲一
一■一

トリフレックスローパウダー

トリフレックスウルトラダーム

ガメックス

デントクラフト

ラテックスグローブ

はめやすさ　　装着感　　粘着感エアータービン触診時の感覚プP一チ綿栓が綿球が作れるかリーマーの使用．外しやすさ総合評価
（疲労感） 又はマイクロモ

ーターの使用感

　　　　図1

　　　作れるか

：検査結果
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を出し，さらに総括した平均点数を算出すること

によって総合的な評価を下すことにした．

検査結果

　結果は，表2と図1に示されているように，は

めやすさと外しやすさは，共にほとんどの手袋に

ついて差は認められなかったが，デントクラフト

ラッテックスグローブのみは，他に比べ袖口が短

いために装着また外しやすさが最も良好であると

の評価が得られたが，装着時に強く袖ロを引っ張

ると破れてしまう欠点が数例にみられた．

　装着感については，手に良く適合し疲労感の少

ない製品が，よい評価を受けた手袋であり，ガメッ

クス，トリフレックスのレギュラーとローパウ

ダーが，他の製品よりも明らかに良い評価を受け

た．しかしながら，同じトラベノール社の製品で

あるにも拘わらず，ウルトラダームは検査した手

袋のうちで最も低い評価であった．

　粘着感にっいては，ほとんどの製品で良い評価

が得られず，それも治療（使用）時間の経過と共

にまた手洗いをするたびごとに粘着感が強くな

り，それに応じて綿球やブローチ綿栓の作製にお

いても，綿花が手袋にくっついて作りにくくなっ

ていく傾向が明瞭に認められた．

　エァーターピンまたはマイクロモーターの操作

性については，綿球やブローチ綿栓作製における

ほどではなかったが，手袋に粘着性があると同様

の結果を示した．その中でもトリフレックスロー

パウダーとガメックスは，他の製品と比較してか

なり粘着感が少ないために，比較的良い評価が得

られた．

　触診時の感覚ならびに手用リーマーの操作性に

ついては，どの手袋もかなり劣った評価を受けた．

以上の検査結果を総合した評価（点数）では，ト

リフレックスローパウダーとガメックスが，他の

製品と比較して最も優れていたが，それは粘着感，

綿球，ブローチ綿栓の作製，エアーターピンまた

はマイクロモーターの操作時の使用感において，

明らかに他のものより高い評価を受けていたこと

に起因していた．

　また，この検査結果を臨床経験年数別に，1年

以上5年未満と5年以上に分けて比較してみたと

ころ特に差は認められなかった．

考 察
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　今回市販されている製品のうちで，7種類の治

療用手袋の実用性について比較検討してみたとこ

ろ，手に良くなじみ，装着感が良く，疲労感がな

いという製品は残念ながら見当らなかったと言っ

てよいようである．また，実験当初には2種類の

プラスチック製手袋も使用してみたが，歯科診療

に適用しうるものはなく，感染を予防する利点よ

りむしろ診療の妨げとなる欠点の方が大きく，実

用性に乏しいものであった．しかしながらこの製

品は，ラテックス製と比べて比較的安価であり，

皮膚刺激作用の強い消毒薬液による歯科用器材や

器具の清掃と消毒の際に手指の保護として使用す

るには十分役に立つものと思われる．

　著者らはこれまでも，手袋を着用して診療しな

ければならない患老については，1種類の手袋の

みを使用し，治療を行ってきたが，器具類の取り

扱いまた操作性などについて，色々具合のわるさ

は十分に感じていた．今回の実験で使用した手袋

の共通の問題点として，ほとんどの手袋が治療時

間が経過すると共に，また手洗いの回数が増える

に伴い手袋表面の粘着感が増加し，治療操作がし

にくくなることがわかった．特に歯内療法処置に

おいて，綿球やブローチ綿栓作りが非常に困難に

なることが示されたが，これは手袋表面の乾燥状

態を保つように心掛けることで，例えばブローチ

綿栓を作る必要があるときはラバーダム防湿が応

用されていることで，唾液により表面が濡れるこ

とがないことなどによりかなり改善することが判

明した．またブローチ綿栓作製では，ブローチに

綿花を巻き付ける際，手袋もいっしょに巻き付い

てしまいやすいために，何かこれを防ぐ良い方法

はないか色々と検討してみたところ，指先にテー

プを巻いたり，少量のタルクを指先に付けて滑り

よくすることで，手袋の巻き込みはかなり防止す

ることが出来た．

　装着感については，手にはピッタリとしても指

先で少し余ってしまったり，また逆に指先までき

ちんと装着出来る製品ではかなりの窮屈さを感じ

たり，製品によってもかなり違いがあることも判

明した．特に指先が余るもので材質の薄いもので

は，鋳造物を指先に持っての研磨時に，バーが手

袋に巻き付き簡単に破れてしまうことがあった．
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それに反して，感触で劣るやや材質が厚く感じる

ものでは，簡単に破れない性質を有していた．，

　手用リーマーの操作性についても，やはり指先

での適合感のわるい製品は，回転させると手袋が

ずれていき，手袋がリーマーの柄にからみ付き，

操作性が非常に低下したので，手用リーマーやK

型ファイルを扱うときは，指によく適合した手袋

を選ぶことが肝要である．

　またゴムの一層が介在していることで，通常の

感覚でリーミングを行うと，．力加減がわからず，

実験当初ではリーマーを根管に強くかみ込ませて

しまったり，リーマーをのばしてしまったりする

ことも度々あった．しかしこれらのことは，何回

か使用しているうちに力加減もわかるようにな

り，慣れで解決出来る事柄であることがわかった．

リーマーの柄の型また材質（プラスチック製また

は金属性）は種々であるが，、著者らが日常使用し

ているものは瓢箪型のプラスチック製で，素手で

使用する時は非常に使い良いと感じていたが，手

袋を着用して使用すると，栂指と人差指の手袋が

互いに絡み合ってしまい，操作性が非常にわる．く，

むしろ円筒形の金属製で縦溝のあるものや，プラ

スチック製でタル状の型をしたもとが比較的使い

易かった．いずれにしても，手袋を着用してのリー

マーやファイルの操作は，かなり難しいことを実

感させられた．手指の感触を損なわず，微妙な操

作でも手袋が指からずれず，手によくなじみしか

も丈夫であるといった手袋が理想であるが，今回

の実験ではそのような製品はなかった．同一社製

品であってもそれぞれ性質が異なり，また使用す

る側でも人の手の大きさ形に違いがあるので，同

じ手袋であってもそれぞれ装着感に差があった．

また一方，慣れによっても多少改善される面もあ

るようである．

　近い将来，手袋を着用して歯科診療を行うよう

になると考えられる．それぞれの術者が自分の手

指のよく合った製品を選べるようにするために，

各種治療用手袋の実用性

良い評価の得られている数種の手袋を多くの診療

スタッフがいる診療所では常備することが必要で

あろう．

ま　　と　　め

　市販されている治療用手袋のうち，レジラップ，

ニプロディスポーザブル，トリフレックスのレ

ギュラー，ローパウダーおよびウルトラダーム，

ガメックス，デントクラフトラテックスグローブ

の7種類を選び，保存科における日常の歯科臨床

で使用して，その使い勝手を検討してみたところ

以下のような結果が得られた．

　1．最も良い評価を受けたのは，トリフレック

スのローパウダーで，次に良いのはガメックスで

あった．この2製品以外の残りの5製品は，一段

と劣った評価であった．

　2．いずれの手袋も長時間使用したり，また手

洗いの回数が増えると表面の粘着感が増加し，綿

球やブローチ綿栓作りが困難になった．

　3．使用しやすさに影響を与える因子のうち

で，手指によく適合した手袋の選択が，最も大切

なことの一つであることが判明した。
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